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論文審査の結果の要旨 
 
橋本博志提出の博士論文は、強い電子間相互作用により実現する低次元格子の電荷秩序状態における光
誘起ダイナミクスを理論計算により明らかにすることを目的としたものである。電荷秩序現象は酸化物や有機化
合物などの広い物質群で観測されており時分解測定法などによりその光誘起ダイナミクスの実験もなされている
が、電荷秩序崩壊の様子や複数の電子相間の競合等については、その微視的な機構は明らかにされていない。
本論文では、低次元電荷秩序系の光誘起ダイナミクスについて、量子力学的多体状態の時間発展を数値的に
解析することで、ダイナミクスの特異な性質を見出し微視的起源を明らかにした。 
具体的には、低次元電荷秩序系として格子自由度を取り入れた三角格子電荷秩序系ならびに一次元鎖上
の電荷秩序系を対象とし、パルス光照射後に生じる電子状態の変化を数値的に調べることで、以下の結果を得
た。i) 三角格子において現れる電荷秩序相に光照射を行うことで、電荷秩序が融解するのみならずこれとは異
なった新たな電荷秩序が発生することを見出した。格子自由度の導入により、初期状態の電荷秩序崩壊とあら
たな電荷秩序発生の中間に別の時間領域が表れ、ここでは断熱的格子振動が著しく抑制されることを見出した。
励起状態の解析により、これらの現象に対して電荷フラストレーションにもとづく解釈を与えた。ii) 一次元電荷
秩序系で、光照射による電荷秩序崩壊において二つの機構が存在することを見出した。第一の機構は秩序変
数が指数関数的な時間変化をするものであり、ここでは光により励起されたソリトンの運動によることを明らかにし
た。第二の機構は電荷秩序の崩壊定数が時間とともに変化するものであり、これは電子格子相互作用を介した
ソリトンのバンド内緩和であることを明らかにした。 
橋本博志は、強い電子間相互作用のある電子格子結合模型において、その実時間発展を iTEBD 法やラン
チョス法と呼ばれる大規模数値計算により求めることで新規な光誘起現象を見出し、その結果を解析することで
微視的起源を明らかにすることに成功した。本研究で得られた結果は、このような数値解析法の開発に基づい
て行った理論解析により初めて得られたものである。 
本研究では、大規模数値計算に基づいた数値計算と結果の解析により、強相関電子系の光誘起ダイナミクス
の今後の理論研究において、基準となるような理論を与えることに成功した。これらの結果は、申請者が自立し
て研究活動を行うのに必要な高度の研究能力と学識を有していることを示している。従って橋本博志提
出の論文は、博士（理学）の学位論文として合格と認められる。 
 
